
議会構成が代わりました
　４月13日に第３回臨時会が開催され、正副議長の選挙をはじめ、各委員会委員
の選任等が行われました。

◆議　長　猪股　文彦　　◆副議長　中川　直美
◇議会運営委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議 会 運 営 ８ 近藤　和義 金田　淳一
山田　伸之　　渡辺　慎一　　中川　隆一
岩﨑　隆寿　　中村　良夫　　竹内　道廣

◇常任委員会
委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

総務文教 ８ 佐藤　　孝 山田　伸之
上杉　育子　　坂下　善英　　中川　隆一
近藤　和義　　中川　直美　　猪股　文彦

市民厚生 ７ 荒井　眞理 室岡　啓史
宇治沙耶花　　金田　淳一　　岩﨑　隆寿
祝　　優雄　　（欠員１）

産業建設 ７ 渡辺　慎一 広瀬　大海
北　　　啓　　駒形　信雄　　中村　良夫
竹内　道廣　　（欠員１）

◇特別委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議会報編集 ９ 北　　　啓 宇治沙耶花
上杉　育子　　山田　伸之　　荒井　眞理
渡辺　慎一　　岩﨑　隆寿　　中村　良夫
近藤　和義

航路問題に
関する調査 ８ 祝　　優雄 駒形　信雄

北　　　啓　　宇治沙耶花　　室岡　啓史
坂下　善英　　金田　淳一　　中村　良夫

行財政改革
に関する調査 ８ 山田　伸之 室岡　啓史

広瀬　大海　　上杉　育子　　荒井　眞理
渡辺　慎一　　岩﨑　隆寿　　中川　直美

◇監査委員　岩﨑　隆寿　　◇新潟県後期高齢者医療広域連合議会議員　荒井　眞理

佐渡市議会　会派別議員構成名簿（平成30年４月13日現在）

名　　　称 人数 代 表 者 幹 事 長 経理責任者 構成員
新 生 ク ラ ブ ５ 佐藤　孝 金田淳一 駒形信雄 上杉育子　広瀬大海

政 　 風 　 会 ３ 中川隆一 室岡啓史 北　　啓

政 友 会 ２ 岩﨑隆寿 坂下善英 （坂下善英）

日本共産党市議団 ２ 中川直美 中村良夫 （中村良夫）

市 政 会 １ 竹内道廣 （竹内道廣） （竹内道廣）

地 域 政 策 研 究 会 ２ 祝　優雄 渡辺慎一 （渡辺慎一）

公　　 明 　　党 １ 山田伸之 （山田伸之） （山田伸之）

民 進 党 １ 近藤和義 （近藤和義） （近藤和義）

無 会 派 ３ 宇治沙耶花　荒井眞理　猪股文彦
（　）は会派内の役員を兼務
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 ３月30日開催  第２回（３月）臨時会の審議事項
○平成30年度佐渡市一般会計暫定予算について
　先の３月定例会で、平成30年度佐渡市一般会計予算が否決され、４月以降の市民生活に大きな影響が生
じないよう、４月１日から６月30日までの３か月間を暫定期間とし、期間内に必要な経費が計上され、審
査を行いました。
　審査の結果、可決すべきものと決定しました。

※�暫定予算とは、本予算（通年）が年度開始前までに成立する見込みがない場合、一定期間について、行政の中断を防ぐため
に編成するつなぎの予算

 ４月13日開催  第３回（４月）臨時会の主な審議事項
○専決処分の承認を求めることについて（佐渡市税条例の一部を改正する条例の制定について）
　改正地方税法が公布されたことに伴う改正であり、全会一致で可決されました。

○専決処分の承認を求めることについて 
 （佐渡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）
　改正地方税法が公布されたことに伴う改正であり、国民健康保険の中間所得者層の保険税負担の軽減を
図るために課税限度額の引き上げ及び保険税軽減措置の対象となる世帯の所得基準を緩和するものです。
審査の結果、賛成多数で可決されました。

 ５月16日〜18日開催  �第４回（５月）臨時会の主な審議事項
○公の施設に係る指定管理者の指定について 
  （佐渡市総合体育館、佐和田テニスコート、佐和田野球場）
　一般財団法人佐渡市スポーツ協会が指定管理者となり、平成30年７月１日から平成33年３月31日まで、
管理を行うこととなります。

○平成30年度佐渡市一般会計予算について
　平成30年第１回定例会で否決された、平成30年度佐渡市一般会計予算について、佐渡市将来ビジョンに
掲げる産業の振興、観光地域づくりの推進、災害に強い島づくり、佐渡活性化に向けた地域づくりの４つ
の戦略を集中的に取組むことをベースに、事業計画やスケジュールの見直しが必要な事業については計上
を見送り、子育て支援や地域福祉、住環境整備等、市民の暮らしに直結する事業については計上又は増額
されたもので再提案がされました。審査の結果、賛成多数で可決されました。

主な意見は次のとおりです。
①　合併特例債について
　�　発行期限が５年間延長されたことを受けての新市建設計画見直しにあたっては、取り組み方針及
びスケジュールを明確にし、市民への説明に努め、理解と協力を得て進められたい。

②　各種計画、方針について
　�　佐渡市将来ビジョン、佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間の満了による見直しを
進めるにあたっては、企画部門の人員が不足していると思料する。よって、体制強化を図り取り組
むべきである。

③�　上記の①、②の推進にあたっては、「いずれの計画も市民のご理解とご協力が必要であり、その
ためにも、計画の検討作業から意思決定まで、各プロセスにおいて説明して行きます。」との施政
方針のとおり推進すべきである。

④�　社会教育における公民館活動費等や学校教育における需用費などの縮減による影響が出ないよう
に、現場の声を反映した対応をすべきである。
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 ３月２日～３月27日開催 　第1回（3月）定例会
条例案25件、予算案25件、その他の議案９件を可決 
平成30年度一般会計予算案を否決、補正予算案１件を撤回 
（審議結果は18･19ページを参照）

主な議題と所管の委員会での審査経過は次のとおりです。

　総務常任委員会
◎議案第43号 平成30年度佐渡市一般会計予算について

　当委員会では予算の全体像、特に予算の選択と集中による「スクラップアンドビルド」と「一
般財源ベース15％カット」の方針と内容について詳しく審査を行った。廃止、削減した事業の総
額は約57億7千万円。新規、増額分は約47億7千万円であった。また一般財源ベースでの削減
額は約14億3千万円であり、これは平成29年度一般財源約309億円の4.6％に当たる。すなわち
15％カットに至らなかったことが明らかになった。
　また本庁舎改修事業に一般財源を充当することや、福祉・子育て事業が削減されていること
から、全般的に市民の生活に直結する事業には重点的に予算配分すべきとの意見があがった。
　以上、委員会としては賛成2、反対3の賛成少数で否決との結果となった。

　社会文教常任委員会
◎議案第59 号　平成29年度佐渡市一般会計補正予算（第13号）について

◎相川地区統合保育園 移転改築事業について
　議案第59号平成29年度佐渡市一般会計補正予算（第13号）は、相川地区統合保育園移転改
築事業の建設用地取得に係る経費を計上したものであるが、当委員会で現地視察を行ったと
ころ、冬季における送迎時の道幅の狭さや勾配等に不安があることや、建設予定地そのもの
には影響はないが、強風や災害等が発生した場合の近隣の老朽家屋の安全対策が講じられな
ければ、園児に安全な生活を保障できないことなどを指摘した。
　建設予定地が国有地であり３月末までに契約ができなければ土地購入予算は執行できない
こと、当委員会からの指摘事項も踏まえ、議案を取り下げることとなった。

　産業建設常任委員会
◎佐渡版ＤＭＯ、赤泊振興公社について

　４月１日から本格的に始動する佐渡版ＤＭＯについて集中審議を行った。佐渡版ＤＭＯは
観光ニーズの多様化に対応するため、農林漁業や商工業、各種団体などの関係者と連携を図
り、観光地域づくりを推進することを目的としている。そのため、佐渡観光協会と佐渡観光
交流ネットワークを統合し、一般社団法人佐渡観光交流機構を設立して事業を推し進めてい
くとの説明であった。
　なお、この事業推進について当委員会に対して事前の説明が不足していたことや、市から
多額の負担金や補助金が入ることから、説明責任をしっかり果たすことと指導監督を徹底す
ることを指摘した。
　また、赤泊振興公社の経理に関して、現地に赴き、理事長等から現状の聞き取り調査を実
施し、状況の把握と確認を行った。
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6

3月定例会においては、5人の議員が代表質問を、14人の議員が
一般質問を行い市政について質しました。
質問・答弁の内容は質問者本人が要約したものです。

代表質問・一般質問

平成30年3月定例会

  

新
生
ク
ラ
ブ
　
佐
　
藤
　
　
　
孝
　
議
員  

………
❼

　
◆
観
光
地
域
づ
く
り
は
エ
リ
ア
ご
と
に
整
備
を

  

政
風
会
　
中
　
川
　
隆
　
一
　
議
員  

………
❼

　
◆
三
浦
市
政
２
年
目
の
成
果
に
つ
い
て

  

政
友
会
　
坂
　
下
　
善
　
英
　
議
員  

………
❽

　
◆
施
政
方
針
に
つ
い
て

  

市
　
政
　
会
　
竹
　
内
　
道
　
廣
　
議
員  

………
❽
…

　
◆
間
違
い
だ
ら
け
の
行
政
運
営

  

公
明
党
　
山
　
田
　
伸
　
之
　
議
員  

………
❾
…

　
◆
人
口
対
策
と
住
民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

  

室
　
岡
　
啓
　
史
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❾
…

　
◆
①
自
助
②
共
助
③
公
助
の
優
先
順
位
を
大
切
に

  

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❿
…

　
◆
危
機
管
理
が
問
わ
れ
た
大
規
模
な
水
道
管
凍
結
被
害

  
猪
　
股
　
文
　
彦
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
❿
…

　
◆
多
額
の
予
算
の
投
入
も
成
果
が
出
な
い
佐
渡
観
光

  

上
　
杉
　
育
　
子
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓫
…

　
◆�

産
業
の
振
興
と
災
害
に
強
い
島
づ
く
り
に
つ
い
て

  

宇
　
治
　
沙
耶
花
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓫
…

　
◆
市
長
は
当
事
者
意
識
を
大
切
に
施
策
を
構
築
せ
よ

  

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
⓬
…

　
◆
突
然
の
本
庁
舎
改
修
へ
の
予
算
計
上
に
つ
い
て

  

渡
　
辺
　
慎
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓬

　
◆
財
政
調
整
基
金
す
べ
て
を
食
い
潰
す
三
浦
市
政

  

北
　
　
　
　
　
啓
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓭
…

　
◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

  

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓭
…

　
◆
新
年
度
予
算
と
大
規
模
断
水
の
対
応
に
つ
い
て

  

駒
　
形
　
信
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓮
…

　
◆�

施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

  

広
　
瀬
　
大
　
海
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓮
…

　
◆
人
生
百
年
時
代
の
口
腔
ケ
ア・胃
が
ん
予
防・雇
用

  

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓯
…

　
◆
離
島
交
通
の
確
保
は
島
民
の
生
命
線

  

荒
　
井
　
眞
　
理
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓯

　
◆
弱
者
切
り
捨
て
行
政
方
針
は
改
善
す
べ
き
で
あ
る

  

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
⓰

　
◆
本
庁
舎
改
修
事
業
７
億
円
は
血
税
無
駄
遣
い
の
愚
策

代 表 質 問一 般 質 問
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三
浦
市
政
に
な
り
丸
２

年
が
経
過
し
、後
半
に
入
る
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
元
年
と
位
置
づ
け

た
成
果
は
い
か
が
か
。

 

滞
在
型
観
光
の
促
進
、

雇
用
機
会
の
拡
充
及
び
人
、
物

の
運
賃
低
廉
化
と
い
っ
た
重
要

施
策
に
取
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
施
策
の
実
現
の
た
め

の
組
織
改
編
も
行
っ
た
。
出
産

か
ら
社
会
へ
の
巣
立
ち
ま
で
を

一
貫
サ
ポ
ー
ト
す
る
子
ど
も
若

者
課
を
新
設
、
地
場
産
業
か
ら

観
光
ま
で
連
動
し
た
資
源
づ
く

り
の
た
め
に
関
連
各
課
を
産
業

観
光
部
に
集
約
す
る
な
ど
、
部

制
を
導
入
し
た
。
組
織
改
編
の

成
果
は
一
定
程
度
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

 
今
年
度
ま
で
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
行
っ
て
き
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
内
容

を
拡
充
し
、
今
ま
で
対
象
外
で

あ
っ
た
宅
内
配
管
の
修
繕
等
も

対
象
と
し
、
よ
り
良
い
制
度
と

し
て
復
活
さ
せ
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

 

今
年
度
ま
で
は
国
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
が
、
30
年
度

か
ら
補
助
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
、
一
旦
事
業
と
し
て
は
廃
止

し
た
。
し
か
し
、
全
島
的
な
断

水
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
を
受

け
、
今
後
の
予
防
と
し
て
家
庭

内
の
水
道
管
の
凍
結
防
止
等
の

助
成
等
を
含
め
た
対
策
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

航
路
運
賃
低
廉
化
事
業

は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
特
別

措
置
法
に
よ
り
航
路
運
賃
を
島

民
割
引
す
る
も
の
だ
が
、
１
月

１
日
以
降
は
佐
渡
市
民
サ
ー
ビ

ス
カ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
、
公

的
証
明
書
を
提
示
し
て
も
島
民

割
引
切
符
の
購
入
が
で
き
な
い

が
、
窓
口
対
応
は
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

 

島
民
割
引
に
つ
い
て
は

国
の
法
令
に
基
づ
き
厳
格
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

他
の
対
象
自
治
体
や
国
、
県
、

佐
渡
汽
船
㈱
な
ど
と
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

 

２
月
22
日
の
朝
日
新
聞

に
「
佐
渡
の
公
社
ず
さ
ん
経
理

か
」
と
い
う
見
出
し
で
一
般
財

団
法
人
赤
泊
振
興
公
社
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
の

内
容
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
大
問

題
で
あ
る
。
調
査
結
果
の
報
告

を
求
め
る
と
と
も
に
、
事
実
の

場
合
、
指
定
管
理
者
失
格
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

 

赤
泊
振
興
公
社
に
つ
い

て
は
直
接
運
営
に
は
関
与
し
て

い
な
い
が
伊
藤
副
市
長
が
理
事

と
し
て
参
画
し
て
い
る
。
先
般

の
新
聞
報
道
を
受
け
、
副
市
長

並
び
に
担
当
部
局
へ
調
査
を
指

示
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
続
け

て
い
る
。
今
後
監
査
報
告
の
内

容
を
踏
ま
え
、
一
定
の
調
査
が

完
了
し
た
ら
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

観
光
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
私
が
以
前
か

ら
主
張
し
て
き
た
、
佐
渡
を
両

津
地
区
、
相
川
地
区
、
国
仲
地

区
、
南
佐
渡
地
区
と
４
エ
リ
ア

に
区
分
し
、
具
体
的
に
整
備
を

進
め
、
観
光
だ
け
で
な
く
、
安

全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

 

観
光
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
立

予
定
の
一
般
社
団
法
人
佐
渡
観

光
交
流
機
構
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
し
て
進
め
た
い
。
エ
リ
ア

分
け
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特

性
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
色
づ

け
さ
れ
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
や
地

元
産
品
の
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

 

大
学
等
の
長
期
合
宿
の

誘
致
は
経
済
波
及
効
果
も
大
き

い
の
で
、
市
長
の
前
職
で
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
人
脈
を
活
用
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

 

合
宿
誘
致
は
経
済
効
果

だ
け
で
は
な
く
、
地
区
住
民
と

の
交
流
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性

化
も
期
待
で
き
、
佐
渡
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
。
私
自
身
の
人

脈
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
取
組
み
た
い
。

 

佐
渡
空
港
２
千
メ
ー

ト
ル
化
が
難
航
し
て
い
る
な

ら
、
法
線
を
変
更
し
、
１
千

5
0
0
メ
ー
ト
ル
で
50
人
乗

り
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
べ

る
よ
う
に
早
急
に
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

県
と
協
議
を
再
開
し
て

い
る
が
、
計
画
自
体
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
協
議
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
。

 

佐
渡
汽
船
取
締
役
会
へ

伊
藤
副
市
長
に
ど
う
い
う
任
務

を
負
わ
せ
て
臨
む
の
か
。

 

伊
藤
副
市
長
を
非
常
勤

取
締
役
と
す
る
こ
と
で
、
佐
渡

市
の
発
言
力
を
強
化
し
た
い
。

 

き
め
細
か
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
民
間

事
業
者
と
の
連
携
を
図
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
行
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

民
間
事
業
者
と
連
携
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
も
俎

上
に
の
せ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。 

部
制
を
廃
止
し
、
機
動

的
な
課
制
に
戻
し
、
屋
上
屋
を

重
ね
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

 
部
制
は
一
定
程
度
有
効

に
機
能
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。 

職
員
の
不
祥
事
問
題

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

だ
け
で
は
無
理
で
あ
る
。
個
人

面
談
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

管
理
職
に
職
員
一
人
ひ

と
り
と
面
談
し
な
が
ら
、
業
務

の
進
捗
管
理
や
公
務
員
倫
理
の

意
識
づ
け
等
を
徹
底
す
る
よ
う

に
指
示
を
行
っ
て
い
る
。

政
風
会 

代
表
質
問

新
生
ク
ラ
ブ 

代
表
質
問

中
川
　
隆
一
　
議
員

佐
藤
　
　
孝
　
議
員

三
浦
市
政
２
年
目
の
成
果
に
つ
い
て

観
光
地
域
づ
く
り
は 

　
　
　
　

エ
リ
ア
ご
と
に
整
備
を
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市
長
、
貴
方
に
与
え
ら

れ
た
時
間
は
４
年
間
だ
。
残
り

２
年
だ
。
任
期
の
４
年
間
で
何

を
す
る
の
か
、
何
を
し
た
の
か

が
重
要
だ
。
政
治
家
と
し
て
現

実
直
視
の
政
策
が
必
要
不
可
欠

だ
。
政
治
の
世
界
は
、
一
寸
先

は
闇
だ
。
市
長
交
代
に
市
民
が

求
め
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の

か
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。

　

行
政
運
営
は
公
平
・
公
正
で

弱
者
に
は
手
厚
い
こ
と
が
原
則

だ
。

　

市
民
の
期
待
が
幻
想
で
終
わ

る
事
の
な
い
よ
う
に
、
議
会
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
始
め
た
組

織
の
改
編
だ
。
最
悪
だ
。
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
だ
。

　

副
市
長
２
人
制
、
更
に
は
部

制
の
導
入
だ
。
組
織
統
制
は
全

く
機
能
し
な
い
、
職
員
の
不
祥

事
が
後
を
絶
た
な
い
。
部
下
が

し
っ
か
り
し
な
い
の
は
、
上
司

が
だ
め
だ
か
ら
と
い
う
定
理

は
、
我
が
市
役
所
に
当
て
は
ま

る
。
直
ち
に
課
制
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

行
政
に
お
い
て
は
縦
割

り
の
解
消
が
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
現
状
で
は
ま
だ
完
全
に

解
消
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

庁
内
で
の
連
携
、
事
務
調
整
に

つ
い
て
は
一
定
程
度
有
効
に
機

能
し
始
め
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。 

今
の
佐
渡
市
は
競
争
入

札
に
な
っ
て
い
な
い
。
不
正
入

札
は
日
常
茶
飯
事
だ
。
入
札
制

度
の
見
直
し
が
必
要
不
可
欠

だ
。
行
政
が
業
者
の
餌
食
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

市
民
か
ら
の
信
頼
を
失
う
。
こ

ん
な
佐
渡
市
で
い
い
の
か
。
真

剣
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

現
在
、
様
々
な
見
地
か

ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検
討

を
進
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

 

佐
渡
空
港
２
千
メ
ー
ト

ル
化
に
つ
い
て
触
れ
る
。
衰
退

に
衰
退
を
重
ね
る
佐
渡
市
に

と
っ
て
最
重
要
課
題
だ
。
こ
れ

は
県
営
空
港
だ
。
地
権
者
か
ら

同
意
を
得
る
こ
と
は
県
の
仕
事

だ
。
地
元
選
出
県
会
議
員
の
無

責
任
と
能
力
の
な
さ
に
腹
が
立

つ
。
離
島
を
抱
え
る
新
潟
県
の

義
務
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
県

知
事
に
し
っ
か
り
認
識
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
ど
う
進
め
る
の

か
。 

過
去
の
経
緯
、
手
法
な

ど
を
再
検
証
し
、
事
業
化
に
向

け
た
方
策
を
県
と
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
県

知
事
と
確
認
し
、
現
在
事
務
レ

ベ
ル
で
の
協
議
を
再
開
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
県
知
事
の
考
え

方
を
変
え
、
前
向
き
な
県
営
空

港
と
し
て
の
拡
張
、
拡
大
に
結

び
付
け
る
よ
う
努
力
を
必
死
で

続
け
る
。

 

産
業
振
興
の
方
針
に
は

違
和
感
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
産

業
の
振
興
は
佐
渡
の
経
済
活
性

化
、
所
得
の
拡
大
、
雇
用
の
増

加
が
目
標
と
な
る
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。

 

所
得
、
雇
用
に
つ
な
が

る
起
業
、
第
二
創
業
、
６
次
産

業
に
向
け
、
特
定
有
人
国
境
離

島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金

を
活
用
し
た
創
業
、
事
業
拡
大

等
支
援
事
業
や
販
売
網
構
築
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
。
佐
渡
市

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
揚
げ
た
起

業
・
規
模
拡
大
を
含
め
目
標
達

成
に
向
け
取
り
組
む
。

 

観
光
地
づ
く
り
の
推
進

は
昨
年
と
大
き
な
変
化
が
な

く
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
構
築
、
体
験
、

文
化
を
生
か
し
た
個
人
旅
行
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
、
佐
渡

文
化
財
団
の
構
築
な
ど
、
言
い

方
は
違
っ
て
い
る
が
内
容
は
大

き
く
変
更
は
な
い
。
平
成
30
年

度
の
重
点
対
策
は
何
か
。

 

新
た
に
佐
渡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
あ
る
佐
渡
観
光
交
流
機
構
を

設
置
す
る
。
既
存
の
団
体
（
観

光
協
会
・
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
統
合
し
、
従
来
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
旅
行
会
社
と
の

連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

は
踏
襲
し
つ
つ
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
機
能
を
拡
充
す

る
地
域
の
住
民
と
の
連
携
を
密

に
し
、
着
地
型
の
行
程
な
ど
を

提
案
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
。
佐
渡
観
光
の
舵
取
り
役
と

し
て
単
な
る
既
存
団
体
の
「
看

板
」
の
か
け
か
え
で
も
国
補
助

の
受
け
皿
で
も
な
く
、
将
来
的

に
も
自
立
す
る
組
織
と
す
る
。

 

移
住
・
定
住
の
促
進
は

非
常
に
重
要
な
施
策
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
残
念

な
が
ら
施
政
方
針
や
予
算
を
見

る
限
り
新
政
策
が
な
い
。
む
し

ろ
昨
年
よ
り
内
容
が
薄
く
な
っ

て
い
る
が
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

移
住
・
定
住
対
策
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

移
住
対
策
と
し
て
Ｐ
Ｒ
と
情
報

発
信
、
誘
導
策
や
受
け
入
れ
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
強

化
す
べ
き
方
針
と
し
て
、
移
住

者
に
と
っ
て
の
住
居
の
受
け
皿

づ
く
り
と
し
て
空
き
家
の
利
活

用
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
不

動
産
業
者
と
も
連
携
し
、
空
き

家
情
報
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
図
る
。
ま
た
、
雇
用
に

対
す
る
支
援
策
と
し
て
求
人
情

報
だ
け
で
な
く
仕
事
内
容
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。

 

職
員
の
不
祥
事
が
あ
と

を
絶
た
な
い
が
市
長
の
見
解

は
。 

今
後
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
を
反
復
継
続
し
、
職

員
と
の
面
談
を
行
い
業
務
の
進

捗
管
理
、
公
務
員
倫
理
の
意
識

づ
け
を
徹
底
し
て
い
く
。

市
政
会 

代
表
質
問

政
友
会 

代
表
質
問

竹
内
　
道
廣
　
議
員

坂
下
　
善
英
　
議
員

間
違
い
だ
ら
け
の
行
政
運
営

施
政
方
針
に
つ
い
て
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佐
渡
の
農
山
漁
村
の
生

業
を
大
切
に
し
、
集
落
で
か
け

が
え
の
な
い
時
を
過
ご
す
人
と

人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
世
界

観
、『
佐
渡
ア
イ
ラ
ン
ド
集
落

ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
』
の
実
現
を

目
指
す
。
７
．
24
水
害
と
半
年

後
の
１
．
24
寒
波
の
経
験
に
よ

り
治
山
治
水
の
大
切
さ
、
難
し

さ
を
再
認
識
し
た
１
年
で
あ
っ

た
。
災
害
等
の
有
事
の
際
に
お

け
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
あ

り
方
に
つ
い
て
問
う
。

 

激
甚
災
害
と
な
っ
た
50

年
に
一
度
の
豪
雨
に
よ
る
総
被

害
額
は
60
億
円
を
超
え
る
規
模

で
、
国
県
と
連
携
し
な
が
ら
早

期
の
復
旧
を
目
指
す
。
ま
た
漏

水
修
理
の
受
付
件
数
は
、
４
７

１
８
件
で
あ
っ
た
。
再
発
防
止

に
向
け
て
、
凍
結
へ
の
注
意
喚

起
を
チ
ラ
シ
、
緊
急
防
災
無
線

等
に
よ
り
行
い
、
生
活
弱
者
へ

は
自
主
防
災
組
織
や
集
落
長
等

と
連
携
を
図
れ
る
よ
う
、
検
討

を
続
け
て
い
く
。
災
害
発
生
時

に
は
地
域
住
民
が
自
発
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
自
ら
の
生
命
を

守
る
上
で
極
め
て
重
要
な
の
で
、

市
と
し
て
も
自
主
防
災
組
織
へ

の
支
援
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
今
後
も
行
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
災
害
に
強
い
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
上
で
、
災
害
情
報
の
収

集
及
び
伝
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
体
制
の
整
備
や
要
配
慮
者
へ

の
安
全
確
保
の
体
制
の
整
備
、

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
の
構

築
な
ど
は
行
政
が
主
体
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
湧
水
位
置

図
や
災
害
時
等
の
非
常
時
に
お

け
る
湧
水
等
利
用
の
留
意
点
に

つ
い
て
、
広
報
な
ど
で
の
周
知

を
予
定
し
て
い
る
。

 

新
し
い
佐
渡
市
奨
学
金

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問

う
。 

佐
渡
市
奨
学
金
条
例
の

改
正
に
当
た
っ
て
は
、
ひ
と
ま

わ
り
大
き
く
成
長
し
た
若
者
が

一
人
で
も
多
く
佐
渡
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
就
業
し
、
結
婚
、
そ
し

て
子
育
て
と
将
来
に
わ
た
り
佐

渡
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
最
大
の
目
的
に
制

度
設
計
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 

地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
つ
い
て
部
の
枠
を
も
超
え
た

『
果
敢
に
課
間
連
携
』
と
い
う

考
え
方
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

地
域
が
大
き
な
活
力
を

保
つ
上
で
、
高
齢
者
が
長
年
培

っ
て
き
た
知
識
、
経
験
な
ど
を

生
か
し
て
社
会
参
画
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
。

高
齢
者
の
社
会
参
画
に
向
け
、

努
力
を
続
け
る
。
課
と
課
の
連

携
を
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
部

分
ま
で
踏
み
込
ん
だ
意
見
交
換

等
が
行
え
る
よ
う
に
部
制
を
導

入
し
た
。
部
を
超
え
た
連
携
に

つ
い
て
も
当
然
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

 

佐
渡
の
担
い
手
を
育
て

確
保
す
る
人
口
対
策
を
最
重
要

課
題
と
捉
え
、
政
策
資
源
を
集

中
す
べ
き
。
国
の
施
策
を
活
用

し
、
将
来
に
わ
た
る
佐
渡
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
す
必
要

が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

 

人
口
減
対
策
は
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

が
人
口
減
対
策
に
結
び
つ
く
と

い
う
意
識
の
も
と
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
最
重
点
施
策
で

あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
と
産
業

の
振
興
を
着
実
に
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
雇
用
の
場
の
創
出
と

担
い
手
の
育
成
、
確
保
を
図
る
。

人
口
減
少
は
当
面
続
く
と
い
う

現
状
を
直
視
し
た
施
策
の
実
行

が
必
要
で
あ
り
、
人
口
が
減
っ

た
と
し
て
も
世
代
間
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

 

佐
渡
を
訪
れ
る
交
流
人

口
を
増
や
せ
ば
佐
渡
に
滞
在
し

て
い
る
人
口
は
維
持
・
拡
大
で

き
、
佐
渡
活
性
化
を
図
る
に
極

め
て
重
要
だ
。
そ
の
た
め
観
光

客
の
受
け
入
れ
体
制
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
は

景
観
、
商
業
、
文
化
・
歴
史
、

住
民
の
思
い
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
の
で
、
担
当
課
が
連
携
し
、

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

べ
き
。
見
解
を
問
う
。

 

相
川
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
関
係
各
課

と
支
所
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
副
市
長

が
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
横

断
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
や
事
業
の
検
討
メ

ン
バ
ー
に
市
民
も
参
加
い
た
だ

き
、
官
民
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
策
定
す
る
。

 

危
険
家
屋
に
指
定
さ
れ

て
い
る
相
川
や
小
木
の
大
型
ホ

テ
ル
や
佐
和
田
の
商
業
施
設
な

ど
は
、
住
民
に
危
険
を
及
ぼ
す

と
と
も
に
ま
ち
の
景
観
も
損
な

う
こ
と
か
ら
、
国
の
制
度
を
活

用
し
た
撤
去
を
求
め
て
き
た

が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

 

相
川
の
歴
史
的
風
致
と

し
て
の
修
景
も
考
慮
し
、
除
去

後
の
跡
地
の
利
活
用
も
含
め
て
、

国
の
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事

業
等
に
よ
り
除
去
等
を
計
画
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

 

ト
キ
外
交
に
つ
い
て
。

来
年
度
は
第
1
回
ト
キ
放
鳥
10

周
年
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
40
周
年
の
佳
節
に
当
た
る
。

ト
キ
を
介
し
た
佐
渡
と
中
国
の

相
互
交
流
、
特
に
将
来
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
に
力

を
入
れ
る
べ
き
。見
解
を
問
う
。

 

地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組

み
と
し
て
中
国
陝せ

ん
せ
い
し
ょ
う

西
省
洋
県

と
の
交
流
を
続
け
て
い
る
。
昨

年
10
月
に
佐
渡
市
が
洋
県
を
訪

問
し
、
ト
キ
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
へ
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。
長
期
的
、
継

続
的
な
関
係
を
今
後
も
築
い
て

い
き
た
い
。
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